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Tulle Tote Bag

Craftie×smia

CROCHET RECIPES TO MAKE IT WELL
THE BEGINNING OF A FUN TIME
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Creator Introduction

YouTubeやInstagramで活躍中の人気クリエイターのキットが
Craftie Homeから登場！

編み物がだいすきで、日々編み物に取り組んでいます。
皆さまに編み物の楽しさや編み方、癒しの時間を共有して、
楽しい時間を過ごせたらと思い、編み方動画を制作したり、
手編み作品の販売活動を行っています。
ひとつひとつに想いを込めて、心に残る作品をお届けして
いきたいと思っています。

CREATOR

profile：Smia

手編みならではの温もりと、軽やかな素材感が調和した、毎日に彩りを与えるアイテムです。
特別な日にはもちろん、いつものコーディネートにもさりげないときめきを添えます。

ふわりと重なる、繊細なフリル。手にした瞬間に伝わる、やさしい存在感。甘すぎない、大人の可愛
さ。主張しすぎないのに、ちゃんと印象に残るバッグです。

 MESSAGE:

Instagram：@smia_shop_

YouTube：@smia_shop

2026/7/15版
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Loop Stitch Tulle Tote Bag

Craftie Home × Smia

キットに含まれるもの
ナイロン毛糸　約175g：1玉と1/6玉
クリエイターカード（QRレシピ付き）：1枚

1. 底を編む
2. 側面を編む 
3. 持ち手を2本編む 
4. バックのパーツをまとめる 

作り方手順

ご自身で準備が必要なもの
かぎ針 10/0号
はさみ
とじ針
段数マーカー（必要に応じて）

01

作り方動画はコチラのQRコードからご覧いただけます

＊動画ではキットとは異なる糸を使用しています

＊でき上がりサイズ
　縦約22cm×横約24cm

 CROCHET RECIPE：HOW TO MAKE A BAG

＊制作時間
　約3時間～（制作時間には個人差がございます）
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あると便利なもの
糸通し針
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1段目：くさり編み15目で作り目をする。くさり編み2目で立ち上がり、3目めに中長編みを編む。
作り目全てに中長編みを編む（作り目を拾う際は裏山を拾う）。15目め（最終目）には中長編みを4目加えて編
む。折り返し中長編みを編み、1目めに戻ったら中長編み4目を加えて編む。（全36目）
立ち上がりの中長編みに引抜き編みをする。
2段目：→くさり編み2目で立ち上がり、立ち上がりの目に中長編みを編む。中長編み15目編む。（計16目）
［中長編み3目編み入れる］を2目（2回）編む。折り返し中長編みを16目編み、［中長編み3目編み入れる］を2目
（2回）編む。（全44目）
立ち上がりの中長編みに引抜き編みをする。
3段目：くさり編み2目で立ち上がり、立ち上がりの目に中長編みを編む。全ての目に中長編みを編む。（全44目）
立ち上がりの中長編みに引抜き編みをする。

編み図記号

共通事項

・段の終わりに引抜き編みをする際は立ち上がり目のくさり編みにではなく、中長編みの頭に引抜き編みをする。
・立ち上がり目は1目と数えない（数に入れない）。
・中長編みを編む際は、足が長めになるように心がける。

中長編み
くさり編み

中長編みのリング編み 中長編み3目編み入れる

引抜き編み

糸を切る

編み図

手順１：底を編む

作り目：くさり編み15目

作り目の裏山を拾って編む
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3

3段目数：44目 立ち上がりのくさり編みにではなく
中長編みの頭に引抜き編みをする

中長編みを編む際は 足が
長めになるように心がける

手順



 ＊側面からは、表面を内側（裏側にした状態）で編む

1段目：＊11段目までの奇数段は1段目と同じです。
くさり編み2目で立ち上がり、立ち上がりの目に［中長編みのリング編み］を編む。全ての目に中長編みのリング編み
を編む。立ち上がりの中長編みに引抜き編みをする。
2段目：＊12段目までの偶数段は2段目と同じです。
くさり編み2目で立ち上がり、立ち上がりの目に中長編みを編む。全ての目に中長編みを編む。立ち上がりの中長編み
に引抜き編みをする。
3段目～12段目：【1段目と2段目】を1セットとして6セット、12段目まで編む。
13段目：くさり編み2目で立ち上がり、立ち上がりの目に中長編みを編む。全ての目に中長編みを編む。（全44目。立
ち上がりの中長編みに引抜き編みをする。
糸を切り糸処理をする。
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手順２：側面を編む
編み図

側面からは表面を内側(裏側)にした状態で編み進める
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記 号 省 略

1目
44目

底
側面を続けて編む

手順
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手順４：バックのパーツをまとめる

手順３：持ち手を2本編む
編み図

・持ち手の長さ（47cm）✕ 3 の糸のところから、スレッドコードを47cm編む。＊2つの輪は大きさを同じにして引
き抜く。糸を15cm残して切る。
・もう1本同様に編む。

47cm

●編み始め
糸端を持ち手の長さ(編み図は47cm）×3 の付近から
スレッドコードを編み始める
47cmになるまで編む

●糸を15cm残して切る
残った糸端の片方をとじ針に通し、
まとめ方の図を参照しながら持ち手
を本体に結びつける

手順

① 持ち手をバック本体にとり付ける
・残った糸端の片方をとじ針に通し「側面の11段目・端から4つ目のリング編みの頭部分」に表側からとじ針を入れ、
持ち手を通す。
・持ち手の側面13段目の上部分に裏側から針を出し、1目上に針を入れ、再び裏側に糸を出す。
・もう片方の糸端と合わせて固結びをし、その後糸処理をする。

本体側面の11段目
端から4つ目のリング編みの頭部分

*持ち手の間は
リング編み7つ

反対側にも
同様に取り付ける

① ②

③

*持ち手をつける位置

② もう片方の持ち手部分をバック本体にとりつける
・持ち手を「側面の11段目・端から4つ目のリング編みの
頭部分」に表側から通す。
・30cmに切った糸をとじ針に通し、側面13段目の上部分
に通した持ち手の端部分を重ね、裏側から針を出し、1目
上に針を入れ再び裏側に糸を出す。（反対側の糸端は 15cm
残しておく）
・残しておいた糸端と合わせて固結びをしその後糸処理を
する。

③ 反対側の側面にも持ち手をつける
・①② と同様にして持ち手をつける。

● 仕上げにリング編みのリングを 1 つずつ広げるとフワフ
ワ感が増します。
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